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現
場
に
仮
設
屋
根
を
設

置
、約
３７
億
円
か
か
っ
た
。

工
期
遅
れ
の
主
因
と

な
っ
た
敦
賀
駅
で
は
、
大

阪
方
面
か
ら
の
在
来
線
の

乗
り
継
ぎ
で
大
幅
な
設
計

変
更
に
着
手
。
予
定
よ
り

１
年
遅
れ
で
土
木
工
事
に

漕
ぎ
つ
け
た
。
工
期
短
縮

で
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
で
カ

バ
ー
す
る
計
画
を
立
て
て

い
た
が
、
計
画
が
１
年
程

度
延
び
た
こ
と
で
プ
レ

キ
ャ
ス
ト
化
は
取
り
や
め

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

石
川
、
福
井
両
県
に
ま
た

が
る
加
賀
ト
ン
ネ
ル
内
で

は
、
盤
ぶ
く
れ
に
よ
る
ひ

び
割
れ
が
多
数
見
つ
か

り
、
地
質
不
良
対
策
で
２

０
３
億
円
計
上
し
、
補
修

工
事
に
取
り
掛
か
っ
た
。

今
回
の
工
事
で
は
進
捗

や
事
業
費
の
執
行
な
ど
、

国
交
省
や
沿
線
自
治
体
な

ど
と
共
有
で
き
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、

「
金
沢
・
敦
賀
間
工
程
・

事
業
費
管
理
連
絡
会
議
」

を
設
置
。
２２
日
に
１
回
目

の
会
合
を
行
っ
た
。
同
会

議
は
年
３
～
４
回
程
度
開

催
す
る
ほ
か
、
連
絡
会
議

の
下
に
幹
事
会
を
設
置

し
、
実
務
者
レ
ベ
ル
で
毎

月
報
告
の
実
効
性
を
確
保

す
る
。
１
回
目
の
会
合
で

は
工
事
工
程
表
が
開
示
さ

れ
、
大
半
の
工
区
が
３
月

末
ま
で
に
終
え
る
予
定
だ

が
、
補
修
工
事
を
行
っ
て

い
る
加
賀
ト
ン
ネ
ル
は
今

秋
ま
で
、
敦
賀
駅
高
架
橋

は
２２
度
春
ご
ろ
ま
で
土
木

工
事
が
継
続
す
る
と
示
さ

れ
た
。
そ
の
う
ち
、
敦
賀

駅
工
区
で
は
年
末
年
始
の

大
雪
の
影
響
で
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
が
一
部
延
期

さ
れ
、
１
０
３
工
区
中
６２

工
区
で
作
業
中
断
が
発
生

し
た
が
、
全
体
工
程
へ
の

影
響
は
な
い
と
し
た
。

加
賀
ト
ン
ネ
ル
対
策
で

は
盤
ぶ
く
れ
対
策
と
し
て

固
定
ボ
ル
ト
を
打
ち
込

み
、
グ
ラ
ウ
ト
を
注
入
す

る
。
今
月
１２
日
時
点
で
予

定
し
た
１
３
５
６
本
中
７

２
３
本
設
置
し
た
。な
お
、

加
賀
ト
ン
ネ
ル
北
工
区
で

昨
年
６
月
に
０
・
７
亜

だ
っ
た
ク
ラ
ッ
ク
幅
が
、

今
月
８
日
に
は
２
・
１
亜

に
拡
大
し
た
事
例
も
紹

介
。
今
後
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
て
盤
ぶ
く
れ
追
加

対
策
の
範
囲
、
全
体
工
程

へ
の
影
響
も
検
討
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
で
は
、
年
末
年
始
に

新
北
陸
ト
ン
ネ
ル
田
尻
工

区
、
深
山
ト
ン
ネ
ル
、
第

２
鯖
江
ト
ン
ネ
ル
の
３
工

区
で
罹
患
者
が
発
生
。
一

時
工
事
が
ス
ト
ッ
プ
し
た

が
、
全
体
工
程
へ
の
影
響

は
な
い
と
し
た
。

と
い
っ
た
地
域
か
ら
砂
利

を
調
達
し
た
。
輸
送
不
足

に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ

キ
サ
車
の
調
達
で
は
約
１３

億
円
か
け
、
北
海
道
、
神

奈
川
、
愛
知
、
香
川
、
福

岡
か
ら
確
保
し
た
。
雨
天

時
の
打
設
対
策
で
は
施
工

ま
で
敦
賀
、
福
井
両
港
か

ら
バ
ッ
チ
ャ
ー
船
か
ら
生

コ
ン
を
供
給
し
た
。
こ
の

費
用
が
約
８７
億
円
と
し
て

い
る
。
砂
利
不
足
に
伴
う

増
産
で
は
約
７
億
円
か
け

長
崎
県
五
島
列
島
や
佐
賀

県
唐
津
市
、
山
口
県
周
南

市
、
富
山
県
小
矢
部
市
、

南
砺
市
、
岐
阜
県
白
川
郷

計
画
が
１２
年
に
認
可
さ
れ

た
が
、
１５
年
に
完
成
・
開

業
時
期
の
３
年
前
倒
し
が

決
定
し
た
。
た
だ
、
用
地

買
収
や
測
量
が
大
幅
に
遅

れ
、
ク
レ
ー
ン
な
ど
の
機

材
、
専
門
工
事
職
人
も
不

足
。
さ
ら
に
、
１９
年
春
ご

ろ
に
入
札
が
集
中
し
、
Ｐ

Ｃ
桁
工
事
を
中
心
に
不
調

不
落
が
頻
発
。
生
コ
ン
不

足
も
重
な
り
、
現
地
プ
ラ

ン
ト
の
設
置
や
Ｐ
Ｃ
桁
の

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
を
進
め

た
こ
と
で
事
業
費
が
２
８

８
０
億
円
増
加
す
る
見
通

し
と
な
っ
た
。こ
の
う
ち
、

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
を
含
め

た
工
期
短
縮
対
策
が
８
９

９
億
円
、
現
地
プ
ラ
ン
ト

設
置
な
ど
生
コ
ン
不
足
対

策
が
１
４
４
億
円
と
概
算

さ
れ
た
。

中
間
取
り
ま
と
め
で
は

生
コ
ン
不
足
対
策
で
福
井

県
内
に
２
工
場
の
現
地
プ

ラ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
た
ほ

か
、
現
地
プ
ラ
ン
ト
完
成

工
期
遅
延
で
検
証
委
設
置

生
コ
ン
不
足
対
策
も
明
記

北陸新幹線

敦賀港から生コンを供給したバッチャー船

福井県内には２つの現地プラントを設置

り
、
配
管
を
通
し
て
、
ポ

ン
プ
車
か
ら
圧
送
し
た
。

従
来
工
法
で
は
生
コ
ン
打

設
が
で
き
ず
、
バ
ッ

チ
ャ
ー
船
や
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
搬
入
な

ど
特
殊
な
施
工
方
法
し
か

な
か
っ
た
現
場
で
も
現
場

打
設
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
そ
の
た
め
、
生
コ
ン

打
設
の
範
囲
が
広
が
り
、

現
場
打
ち
工
法
の
見
直
し

に
も
つ
な
が
る
。
ま
た
、

配
管
作
業
も
２
～
３
人
で

で
き
る
た
め
、
長
距
離
施

工
も
容
易
に
で
き
る
と

い
っ
た
特
徴
も
あ
る
。

可
能
に
し
た
。

さ
ら
に
、
２６
日
に
は
福

井
市
内
の
防
波
堤
改
修
工

事
で
も
使
用
し
た
。
現
場

に
大
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ

キ
サ
車
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ポ
ン
プ
車
が
回
転
や
高
さ

の
問
題
で
入
れ
な
い
た

め
、
モ
バ
イ
ル
プ
レ
ー
シ

ン
グ
ブ
ー
ム
で
現
場
に
入

想
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
に
、
土
木
の
堰
堤
や
建

築
の
地
下
工
事
な
ど
で
実

績
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
鉄

道
を
ま
た
ぐ
と
い
っ
た
難

工
事
で
も
使
用
し
て
い

る
。
線
路
下
に
特
殊
な
配

管
を
通
し
、
圧
送
す
る
こ

と
で
営
業
運
転
中
の
鉄
道

を
ま
た
い
だ
圧
送
工
事
を

は
届
か
ず
、
ポ
ン
プ
車
や

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
車

が
入
れ
な
い
現
場
で
優
位

性
を
発
揮
す
る
。

使
用
例
と
し
て
、
同
社

で
は
モ
バ
イ
ル
プ
レ
ー
シ

ン
グ
ブ
ー
ム
を
現
場
に
設

置
。
配
管
場
所
か
ら
配
管

で
ポ
ン
プ
車
と
つ
な
ぎ
、

長
距
離
圧
送
す
る
事
例
を

グ
ブ
ー
ム
は
シ
ョ
ベ
ル

カ
ー
の
よ
う
な
キ
ャ
タ
ピ

ラ
ー
式
の
車
両
に
１８
ｍ

ブ
ー
ム
を
架
装
し
て
い

る
。ス
ピ
ー
ド
は
遅
い
が
、

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
同
様
ど
ん

な
悪
路
で
も
自
在
に
動
け

る
の
が
強
み
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）。従
来
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ポ
ン
プ
車
の
ブ
ー
ム
で

コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
業

を
主
力
と
す
る
川
端
工
業

（
福
井
市
、
中
村
光
宏
社

長
）
は
モ
バ
イ
ル
プ
レ
ー

シ
ン
グ
ブ
ー
ム
の
活
用
を

進
め
て
い
る
。
狭
隘
な
場

所
で
も
自
在
に
動
か
せ
、

土
木
、
建
築
工
事
で
デ
ィ

ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
に
近

い
役
割
を
果
た
す
。

モ
バ
イ
ル
プ
レ
ー
シ
ン

防波堤改修工事でも使用されている

モ
バ
イ
ル
ブ
ー
ム
が
活
躍

狭
隘
な
場
所
で
も
圧
送
可

川端工業

説
明
し
て
き
た
。「
土
木
関

係
の
業
者
を
中
心
に
理
解

を
得
て
い
る
」（
同
）
と
一

定
の
手
ご
た
え
を
感
じ
て

い
る
。
両
調
査
会
へ
の
説

明
も
重
ね
、
４
月
以
降
の

表
示
価
格
改
定
に
結
び
付

け
た
い
と
し
て
い
る
。

協
組
事
業
の
効
率
化
で

は
輸
送
車
両
の
効
率
運
用

を
目
指
す
。
大
型
物
件
が

年
々
減
っ
て
お
り
、
小
口

物
件
対
応
を
強
化
す
る
重

要
性
が
増
し
て
い
る
。
協

組
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の

様
々
な
ツ
ー
ル
を
利
用
し

た
車
両
運
用
効
率
化
を
模

索
し
て
い
る
。

北
陸
地
区
で
は
塩
害
や

ア
ル
カ
リ
シ
リ
カ
反
応
対

策
で
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ

（
Ｆ
Ａ
）
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
拡
大
を
目
指
し
て
い

る
。
石
川
県
内
で
は
七
尾

と
南
加
賀
の
両
地
区
が
モ

デ
ル
地
区
に
認
定
さ
れ
て

お
り
、
金
沢
地
区
も
モ
デ

ル
工
事
を
受
注
す
る
体
制

を
整
え
、
県
土
木
部
と
も

協
議
済
み
。
し
か
し
、
県

発
注
工
事
の
減
少
で
納
入

実
績
は
伸
び
ず
、
需
要
拡

大
に
つ
な
が
っ
て
い
な

い
。
ま
た
、
国
土
交
通
省

発
注
物
件
で
は
Ｆ
Ａ
コ
ン

ク
リ
ー
ト
へ
の
移
行
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
対
応
で
は
、

営
業
部
の
あ
る
組
合
事
務

所
も
昨
年
４
月
か
ら
５
月

上
旬
に
か
け
て
交
代
勤
務

制
と
し
た
が
、
現
在
は
通

常
体
制
に
戻
し
て
い
る
。

事
務
所
内
は
マ
ス
ク
着
用

を
継
続
し
、
会
議
や
面
談

時
も
着
用
を
義
務
付
け
し

て
い
る
。
理
事
会
や
各
種

委
員
会
で
は
密
な
空
間
を

避
け
る
た
め
、
着
席
間
隔

を
空
け
、
換
気
を
徹
底
し

て
い
る
。
今
後
、
感
染
拡

大
の
兆
候
が
出
た
場
合
は

工
場
の
担
当
者
会
議
な
ど

も
含
め
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

の
導
入
も
検
討
す
る
。

金
沢
地
区
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
協
同
組
合
（
金
沢

市
、
２０
社
２０

１３
工
場
、
瀬
沢

誠
二
理
事
長
）
は
２
０
１

５
年
の
北
陸
新
幹
線
金
沢

延
伸
開
業
後
、
金
沢
市
内

で
の
ホ
テ
ル
や
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
と
い
っ
た
民
間
投

資
が
好
調
だ
っ
た
が
、
そ

れ
ら
が
一
巡
し
、
生
コ
ン

需
要
も
減
っ
た
。
金
沢
以

西
の
新
幹
線
延
伸
工
事

（
白
山
車
両
基
地
～
手
取

川
橋
梁
）
も
終
息
し
、
昨

年
度
の
出
荷
は
過
去
最
低

の
３５
万
６
千
逢
だ
っ
た
。

今
年
度
は
北
陸
自
動
車
道

白
山
イ
ン
タ
ー
近
く
の

「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
白
山
」

工
事
が
寄
与
し
、
前
年
比

３
・
９
％
増
の
３７
万
逢
と

想
定
す
る
。

４
～
１２
月
出
荷
は
前
年

同
期
比
５
・
１
％
増
の
２９

万
３
千
逢
だ
っ
た
。
イ
オ

ン
向
け
出
荷
が
５
万
８
千

逢
占
め
た
ほ
か
、
新
石
川

県
立
図
書
館
向
け
も
１
万

２
千
逢
に
上
る
な
ど
大
型

建
築
工
事
が
け
ん
引
し

た
。
ホ
テ
ル
需
要
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
景
気
後
退
で
計
画

中
止
が
散
見
さ
れ
た
が
、

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
マ
ン

シ
ョ
ン
工
事
が
動
き
始
め

て
い
る
。
特
に
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
は
現
在
も
不
足
気
味

で
、
Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
の
金
沢

港
口
（
西
口
）
で
複
数
の

計
画
が
あ
る
。
ま
た
、
来

年
度
以
降
は
金
沢
美
術
工

芸
大
学
の
移
転
工
事
な
ど

も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

土
木
は
不
振

そ
の
一
方
で
、
公
共
土

木
の
不
振
が
続
く
。
新
幹

線
延
伸
工
事
終
息
後
は
防

災
工
事
に
伴
う
金
沢
港
防

波
堤
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
工
事

（
８
千
逢
）、月
浦
ト
ン
ネ

ル
工
事
（
１
万
５
千
逢
）

を
除
い
て
こ
れ
と
い
っ
た

土
木
工
事
が
な
く
、「
来
年

度
は
相
当
厳
し
く
な
り
そ

う
だ
」（
協
組
）と
見
通
す
。

協
組
で
は
来
年
度
の
需
要

想
定
の
詰
め
に
入
っ
て
い

る
が
、「
１
割
程
度
減
る
見

込
み
」（
同
）
と
、
過
去
最

低
を
更
新
す
る
可
能
性
も

あ
る
。

市
場
環
境
が
変
化
す
る

中
、
同
協
組
で
は
集
約
化

や
値
上
げ
に
舵
を
切
っ

た
。
石
川
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
と
兼
六
レ
ミ
コ
ン
が
昨

年
、
共
同
出
資
で
両
社
の

製
造
委
託
工
場
を
運
営
す

る
「
金
沢
Ｌ
Ｌ
Ｐ
生
コ
ン

有
限
責
任
事
業
組
合
」
を

設
立
。
両
社
の
２
工
場
の

う
ち
１
工
場
を
閉
鎖
し
、

１
工
場
を
稼
働
さ
せ
て
い

る
。
す
で
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
も
取

得
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

集
約
化
の
動
き
は
な
い

が
、
需
要
動
向
を
見
て
、

各
社
が
判
断
す
る
も
よ
う

だ
。値

上
げ
は
昨
年
１０
月
に

今
年
１
月
１
日
以
降
の
新

規
契
約
分
に
つ
い
て
１
５

０
０
円
の
値
上
げ
を
打
ち

だ
し
た
。
新
価
格
は
１
万

５
０
０
０
円
（
２１
・
２１

１８
・

２５
）と
し
た
。
セ
メ
ン
ト
、

骨
材
の
値
上
げ
に
加
え
、

運
送
費
が
高
騰
し
て
お

り
、
値
上
げ
が
必
要
と
の

認
識
で
一
致
し
た
。
協
組

で
は
金
沢
建
設
業
協
会
へ

の
Ｐ
Ｒ
を
皮
切
り
に
、
協

組
幹
部
が
各
建
設
業
者
を

個
別
訪
問
し
て
値
上
げ
を

今
月
か
ら
１５００
円
上
げ

輸
送
の
効
率
化
目
指
す

金沢協組

め
て
い
る
。
組
合
員
全
工

場
か
ら
Ｆ
Ａ
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
出
荷
で
き
る
体
制
を

整
え
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
取
得
も
済

ま
せ
た
。
石
川
県
の
Ｆ
Ａ

コ
ン
の
モ
デ
ル
地
区
に
も

選
定
さ
れ
、
県
発
注
の
公

共
工
事
で
標
準
使
用
さ
れ

て
い
る
。
Ｆ
Ａ
コ
ン
が
指

定
さ
れ
る
頻
度
は
上
が
っ

て
お
り
、
４
～
１２
月
の
Ｆ

Ａ
コ
ン
出
荷
量
は
３
万
５

千
逢
だ
っ
た
。
全
体
の
出

荷
量
の
２
割
強
を
占
め
て

お
り
、
今
後
も
そ
の
割
合

は
増
え
そ
う
だ
。
県
発
注

工
事
以
外
で
も
使
用
拡
大

を
図
り
、
新
幹
線
工
事
で

も
発
注
元
で
あ
る
鉄
道
建

設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援

機
構
の
通
達
に
基
づ
き
Ｐ

Ｃ
桁
工
事
を
中
心
に
各
所

で
使
用
さ
れ
た
。
こ
の
成

果
を
も
と
に
Ｆ
Ａ
コ
ン
の

使
用
拡
大
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
と
し
て
会
議
の

開
催
方
法
を
見
直
し
た
。

工
場
は
各
社
対
応
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
感
染
防
止
策
の

徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

協
組
で
は
地
元
ゼ
ネ
コ
ン

へ
の
営
業
対
応
を
強
化
す

る
ほ
か
、
第
三
者
の
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
し
、

協
組
の
あ
る
べ
き
体
制
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果

を
も
と
に
今
後
の
体
制
や

営
業
手
法
の
検
討
を
進
め

て
い
る
。
協
組
で
は
「
集

約
化
を
視
野
に
入
れ
た
組

合
員
工
場
の
生
産
性
、
収

益
力
強
化
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
」
と
し
、
生
き

残
り
策
の
検
討
を
進
め

る
。同

協
組
は
北
陸
電
力
と

共
同
で
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ

（
Ｆ
Ａ
）
の
標
準
化
を
進

南
加
賀
地
区
で
は
北
陸

新
幹
線
延
伸
工
事
（
金
沢

～
敦
賀
）
の
生
コ
ン
打
設

が
終
わ
り
、
工
事
前
の
需

要
環
境
に
戻
り
つ
つ
あ

る
。
今
後
、
新
幹
線
開
業

ま
で
に
駅
舎
整
備
や
道

路
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
整
備

も
予
想
さ
れ
る
が
、
南
加

賀
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同

組
合
（
石
川
県
小
松
市
、

１２
社
８
工
場
、
村
井
啓
介

理
事
長
）
は
減
少
が
続
く

と
見
込
み
、
新
幹
線
工
事

期
間
中
に
デ
リ
バ
リ
ー
な

ど
で
負
担
を
か
け
た
地
元

顧
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
拡
充

に
向
け
、
協
組
内
で
も
配

車
係
の
対
応
研
修
を
実
施

す
る
な
ど
営
業
体
制
充
実

を
課
題
に
あ
げ
る
。

新
幹
線
着
工
前
の
同
協

組
の
出
荷
量
は
１５
万
～

１５

２０

万
逢
だ
っ
た
。
新
幹
線
工

事
が
本
格
化
し
て
か
ら
倍

以
上
の
４０
万
逢
を
超
え
、

ピ
ー
ク
時
の
２
０
１
８
年

度
は
５４
万
逢
ま
で
急
伸
し

た
。
１９
年
度
は
ピ
ー
ク
を

越
え
減
少
に
転
じ
た
が
、

平
時
の
倍
以
上
の
４４
万
５

千
逢
出
荷
し
た
。

今
年
度
は
新
幹
線
向
け

は
ほ
ぼ
終
え
、
４
～
１２
月

の
出
荷
量
は
前
年
同
期
比

５６
・
０
％
減
の

５６

１６
万
５
千

逢
と
半
減
し
た
。
今
年
度

は
５９
・
６
％
減
の

５９

１８
万
逢

と
し
て
い
る
。

今
後
は
小
松
、
加
賀
温

泉
両
駅
の
工
事
や
ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備
、
駅
周
辺

の
再
開
発
な
ど
も
あ
る

が
、
出
荷
量
の
押
し
上
げ

は
限
定
的
。
来
年
度
の
見

通
し
は
今
年
度
見
込
み
比

３３
・
３
％
減
の

３３

１２
万
逢
と

過
去
最
低
と
予
想
し
た
。

新
幹
線
終
息
で
大
幅
減

来
年
度
は
過
去
最
低
予
想

南加賀協組

２
０
２
２
年
度
末
の
開

業
を
目
指
し
て
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
る
北
陸
新
幹

線
（
金
沢
～
敦
賀
）
だ
が
、

工
事
遅
延
で
開
業
が
１
年

程
度
延
び
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。
同
工
事
は
昨
年

７
月
に
発
注
者
の
鉄
道
建

設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援

機
構
（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
）
が
国

土
交
通
省
鉄
道
局
に
２
年

程
度
の
遅
延
を
報
告
。
そ

の
後
、
同
省
は
工
期
延
長

縮
減
を
検
討
し
、
さ
ら
に

工
事
遅
延
と
事
業
費
増
額

に
関
す
る
検
証
、
原
因
究

明
・
再
発
防
止
策
の
検
討

を
行
う
「
北
陸
新
幹
線
の

工
程
・
事
業
費
管
理
に
関

す
る
検
証
委
員
会
」（
森
地

茂
座
長
＝
政
策
研
究
大
学

院
大
学
）
を
１１
月
に
立
ち

上
げ
、
先
月
９
日
に
開
い

た
委
員
会
で
中
間
取
り
ま

と
め
を
審
議
、
公
表
し
て

い
る
。

当
初
、
２５
年
度
末
の
開

業
を
目
指
し
て
工
事
実
施
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シリーズ第3弾
本書は、大手ゼネコンで長年コンク

リート工事の現場に携わってきたベテラ
ン技術者が、そのノウハウと知恵、ちょっ
としたコツを簡潔に伝授するものです。
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第 2 章
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第 4 章

第 5 章

第 6 章

「設 計」長期的な戦略が必要な設計

「計 画」品質の良否を決める施工計画

「製 造」製造の基本は正確な計量と十分な練混ぜ

「運 搬」分離させない運搬方法

「打込み」分離をさせないことが打込みの決め手

「締固め」バイブレータを使った効果的な締固め

第 7 章

第 8 章

第 9 章

第10章

第11章

「仕上げ」仕上げはタイミング重視で

「養 生」初期の養生が耐久性を決める

「型枠・支保工」型枠・支保工は施工者責任で

「鉄筋工」鉄筋工はコンクリートの充填性に配慮

「記 録」維持管理のために残す施工記録
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